
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
パ
パ
帰
宅

犬
は
細
目
で

マ
マ
居
留
守
）
（
省
エ
ネ
で

家
族
は
コ
タ
ツ
で

丸
く
な
る) 

（
お
互
い
に

本
音
語
ら
ず

無
事
で
居
る
）
（
見
た
く
な
い

完
成
途
中
の

車
内
化
粧
）

き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」

と
挨
拶
が
述
べ
ら
れ
た
。

事
前
に
要
望
内
容
は
提

出
し
て
あ
り
、
森
市
長
か

ら
各
要
望
項
目
に
従
っ
て

考
え
方
が
示
さ
れ
、
「
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は
小
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中
越
高
齢
協
は
下
田
会

長
ら
役
員
９
人
と
連
合
中

越
横
澤
副
議
長
が
、
午
前

10
時
か
ら
森
市
長
を
訪

ね
、
両
代
表
が
挨
拶
。
森

市
長
か
ら
は
「
市
政
に
対

し
要
望
や
意
見
を
い
た
だ

賃上げ･一時金情報、活動予定･紹介･報告、地域よもやま情報、連合中越のホームページは http://tyuuetu.net/     連合中越のメールアドレスは rengo.c@topaz.ocn.ne.jp

交
流
会
中
盤
で
は
、
各

団
体
代
表
か
ら
今
年
の
抱

負
を
含
め
た
挨
拶
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
１

年
ぶ
り
に
再
会
す
る
団
体

も
あ
り
、
近
況
や
１
年
間

の
取
り
組
み
な
ど
の
情
報

交
換
も
活
発
に
行
わ
れ
た

よ
う
だ
。

途
中
、
地
域
循
環
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら｢

今
が
旬

の
食
材
は
何
？｣

と
い
う

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
飛
び

出
し
、
和
や
か
な
交
流
会

と
な
っ
た
。
最
後
は
、
み

つ
け
元
気
助
け
合
い
の
会

原
田
代
表
の
閉
会
挨
拶
で

終
了
し
た
。

部
、

31
日
は
北
魚
沼
支

部
、
小
千
谷
支
部
。
２
月

１
日
に
は
長
岡
市
内
を
廻

り
街
中
で
ア
ピ
ー
ル
し
、

県
央
地
協
へ
引
き
継
い

だ
。

ワ
ー
ク
の
活
動
を
国
民
市

民
運
動
の
一
環
と
し
て
協

力
し
て
い
る
。
ま
た
、
Ｓ

Ｊ
ネ
ッ
ト
委
員
会
で
は
、

列
島
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
位
置
づ
け
で
、

柿
川
に
親
し
む
会
が
行
う

事
業
と
連
携
し
た
運
動
を

行
っ
て
い
る
。

主
催
者
を
代
表
し
、

サ
ー
ク
ル
み
ず
ば
し
ょ
う

の
今
井
代
表
か
ら｢

今
年

は
各
団
体
の
夢
と
希
望
が

叶
う
１
年
と
し
た
い｣

等

と
挨
拶
の
後
、
連
合
中
越

地
協
の
小
林
事
務
局
長
の

音
頭
で
乾
杯
し
交
流
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。

連
合
新
潟
春
の
相
談
ダ

イ
ヤ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

１
月

17
日
に
佐
渡
を
ス

タ
ー
ト
。
中
越
地
協
エ
リ

ア
は
、
１
月

30
日(

月)

十
日
町
支
部
、
南
魚
沼
支

合
い
の
会
、
エ
コ
フ
ァ
ー

ム
新
潟
、
Ｂ
Ｄ
Ｆ
推
進
協

議
会
、
エ
コ
ク
ラ
ブ
関

原
、
魅
力
あ
る
大
積
を
創

る
会
に
連
合
中
越
、
Ｓ
Ｊ

ネ
ッ
ト
委
員
会
を
加
え
た

41

名

の

参

加

と

な

っ

た
。連

合
中
越
で
は
、
サ
ー

ク
ル
み
ず
ば
し
ょ
う
の
事

務
局
や
地
域
循
環
ネ
ッ
ト

内

30
市
町
村
で
の
研
究

会
に
お
い
て
“
実
効
性
の

あ
る
避
難
計
画
”
に
つ
い

て
集
中
的
に
議
論
を
進
め

る
こ
と
に
し
て
い
る
」
と

表
明
が
あ
り
、
こ
の
後
も

意
見
交
換
が
行
わ
れ
有
意

義
な
要
望
会
と
な
り
ま
し

た
。

（
中
越
地
域
高
齢
協

 
 

山
下
事
務
局
長
）

こ
の
時
期
に
開
催
し
て
お

り
、
当
日
は
生
ご
み
リ
サ

イ
ク
ル
サ
ー
ク
ル
み
ず
ば

し
ょ
う
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地

域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

柿
川
に
親
し
む
会
、
岩
村

農
機
、
み
つ
け
元
気
助
け

規
模
多
機
能
型
を
基
本
と

し
て
平
成

26
年
度
ま
で

に
４
０
０
床
を
増
設
予
定

し
て
い
る
。
原
発
事
故
に

対
す
る
避
難
対
策
で
は
県

環
境
保
全
活
動
を
行
っ

て
い
る

11
団
体
が
、
１

月
27
日(

金)

18
時
30
分

か
ら｢

２
０
１
２
年
度
環

境
保
全
団
体
交
流
会｣

を

煉
瓦
亭
で
開
催
し
た
。

こ
の
交
流
会
は
、
毎
年

第740号2012.2.11 
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中
越
地
域
高
齢
協
と
連
合
中
越
は
、
再
度
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
増
設
や
原
発
事
故
に
対
す
る
避
難

対
策
な
ど
を
中
心
に
し
た
「
市
政
要
望
書
」
を
２
月

２
日(
木)

に
森
民
夫
長
岡
市
長
に
提
出
し
た
。

  

護老人ホーム増設」・「原発事故避難対策」等を意見交換

こ
の
号
の
発
行
日
２
月
11
日

は
祝
日
だ
け
ど
、
ハ
ッ
ピ
ー
マ

ン
デ
ー
に
は
な
っ
て
い
な
い
の

で
、
今
年
は
土
曜
休
み
の
職
場

は
休
日
を
１
日
損
を
す
る
こ
と

に
な
る
▼
な
ぜ
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン

デ
ー
に
な
っ
て
い
な
い
の
か
調

べ
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ
と
お
も

し
ろ
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま

ず
、
他
の
祝
日
は
祝
日
法
で
日

に
ち
が
定
め
ら
れ
て
い
る
け

ど
、
こ
の
建
国
記
念
の
日
だ
け

は
「
別
に
政
令
で
定
め
る
日
」

と
な
っ
て
い
て
、
法
律
で
定
め

ら
れ
た
日
で
は
な
い
。
こ
の
祝

日
は
戦
前
の
紀
元
節
を
復
活
さ

せ
た
い
自
民
党
が
何
と
か
祝
日

法
の
改
正
を
し
よ
う
と
し
た
結

果
こ
う
な
っ
た
▼
こ
の
過
程
で

は
、
昭
和
天
皇
の
弟
宮
の
三
笠

宮
が
歴
史
学
者
の
立
場
か
ら
、

こ
の
日
を
建
国
記
念
の
日
と
す

る
こ
と
に
反
対
し
て
い
た
こ
と

も
分
か
っ
た
。
そ
も
そ
も
紀
元

節
自
体
が
明
治
に
な
っ
て
か
ら

作
ら
れ
た
も
の
で
、
根
拠
自
体

が
あ
い
ま
い
だ
と
い
う
理
由

だ
っ
た
▼
こ
こ
で
思
っ
た
の
が

成
人
の
日
が
ハ
ッ
ピ
ー
マ
ン

デ
ー
に
な
っ
て
、
１
月
15
日
の

小
正
月
に
行
わ
れ
て
き
た
、

「
さ
い
の
神
」
な
ど
の
伝
統
行

事
に
支
障
が
出
て
き
て
い
る
と

い
う
話
し
だ
。
歴
史
と
伝
統
に

根
ざ
し
た
故
郷
を
愛
す
る
心
を

育
て
る
の
で
あ
れ
ば
、
根
拠
が

薄
弱
で
国
民
生
活
に
根
ざ
し
て

い
な
い
２
月
11
日
を
大
切
に
す

る
よ
り
も
、
日
本
人
の
心
に
根

ざ
す
、
自
然
を
畏
敬
し
地
域
の

絆
を
大
切
に
す
る
小
正
月
の
伝

統
行
事
を
守
る
た
め
に
、
１
月

15
日
を
大
切
に
す
る
方
が
よ
ほ

ど
保
守
政
治
の
目
指
す
と
こ
ろ

で
は
な
い
か
と
思
う
の
だ
け
れ

ど
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

副議長

横澤勝之≪№68≫

   東蔵王２

環
境
保
全
活
動
団
体
交
流
会
開
催

11
団
体
が
今
年
度
活
動
を
情
報
交
換

連
合
新
潟
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

中
越
地
協
エ
リ
ア
を
街
頭
宣
伝
カ
ー
が
走
る
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
ポ
イ
ン
ト
が 

溜
ま
っ
た
頃
に 

店
つ
ぶ
れ
）
（
高
す
ぎ
て 

亭
主
の
前
で 

着
れ
ぬ
服
）
（
今
日
遅
い
？ 

聞
か
れ
た
そ
の
日 

妻
遅
い
）
（
ド
ラ
マ
み
て 

泣
く
夫
み
て 

笑
う
妻)

長)

よ
り
「
１
日
も
早
く

北
方
領
土
が
返
っ
て
く
る

よ
う
今
後
も
力
強
く
運
動

を
展
開
し
て
い
き
た
い
」

と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。
引

き
続
き
自
治
体
か
ら
の
挨

拶
後
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
披
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「
北
方
領
土
パ
ネ
ル
展
」

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
中
越

地
協
か
ら

16
名
が
参
加

し
た
。

毎
年
２
月
７
日
は
「
北

方
領
土
の
日
」
と
し
て
定

め
ら
れ
て
お

り
、
長
岡
で

は
４
日
か
ら

10

日

ま

で

パ
ネ
ル
展
が

開

催

さ

れ

た
。オ

ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
は
、

主
催
者
と
し

て
近
藤
和
義

氏(

北
方
領

土
返
還
要
求

運
動
新
潟
県

民

会

議

会

２
月
４
日(

土)

午
前

11
時

30
分
か
ら
、
な
が

お
か
市
民
セ
ン
タ
ー
に
て

露
さ
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

が
さ
れ
た
。

会
場
に
は
、
北
方
領
土

の
歴
史
な
ど
の
パ
ネ
ル
説

明
や
写
真
が
展
示
さ
れ
、

署
名
活
動
へ
の
協
力
も
呼

び
掛
け
ら
れ
た
。

連合十日町支部だより
１月２０日、ラポート十日町におきまして十日町支

部の旗開きを開催しました。

今回は例年より規模を縮小し６０人ほどの参加者で

したが、お忙しいところ筒井信隆農林水産副大臣も駆

けつけていただき、盛大に開催することが出来まし

た。

アトラクションのビンゴでは、途中まで球の一部を

入れ忘れるというハプニングもありましたが、支部で

用意した賞品の他に、総合生協中越支局と労金十日町

支店からも賞品をご提供いただいたので、全員に賞品

が行き渡り喜んでいました。

昨年は度重なる災害で痛めつけられた十日町支部管

内ですが、山口支部長の災害を吹き飛ばす力強い団結

ガンバローで会を閉めました。

オープニングに中越地協から16名参加

｢北方領土パネル展｣開催


